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 令和６年の新春を迎え、ボランティア連 絡協議会の皆様に謹んで年頭の御挨拶を

申し上げます。また、この度の能登半島地震により被災された方々に対しま

して、心よりお見舞いを申し上げます。こうした災害発生時において、人道

的なボランティア活動が果たす役割は非常に大きく、地域社会での助け合

い・支え合いの精神が重要であることを痛感しているところです。改めまし

て、皆様方におかれましては、日頃より、地域の人々が互いに支え合うまち

づくりの実現に向けて、地域福祉をはじめとする幅広い分野においてボラン

ティア活動を展開いただいておりますことに深く敬意と感謝の意を表する次

第でございます。本市におきましても、第４期地域福祉計画において「助け

合い・支え合いを未来へつなげるまち～いつまでも健康で地域力のあるまち草津をめざして～」

を基本理念に掲げており、「地域共生社会」の実現に向けて、各種の取組を強化してまいります

ので、皆様方には、今後ともより一層の御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。結

びにあたりまして、皆様方の益々の御健勝と御活躍を御祈念申し上げまして、新年の御挨拶とさ

せていただきます。 

 令和６年の年頭にあたり謹んで御挨拶を申し上げます。また、1月 1日に

発生した能登半島地震により被災された方々に対しまして、心よりお見舞い

を申し上げます。地震をはじめとした様々な災害が発生するなか、地域住民

等が互いに支え合う地域福祉の役割はますます重要視されております。 

草津市ボランティア連絡協議会におかれましては、ボランティア活動等を通

じて人と人との絆づくりに御尽力いただいておりますこと、本協議会といた

しまして、たいへん心強く感じております。今後も、草津市ボランティア連

絡協議会との強固な連携のもと、ボランティア関係事業をはじめとした本協議会の取組を着実に

推進し、第４次草津市地域福祉活動計画の基本理念である「だれもがこころ温かく支え合い 住

みつづけたい 福祉のまちづくり」に、職員が一丸となって取り組んでまいる所存でございます

ので、引き続き皆様の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。結びにあたり、草津

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

       

                

新年の御挨拶            草津市長  橋川 渉 

新年のご挨拶      草津市社会福祉協議会会長  清水 和廣           

     

 

  

 

  

 

  
                     

          



市ボランティア連絡協議会の皆様にとりまして、本年が穏やかで幸多き年となりますよう祈念い

たしまして、年頭の御挨拶とさせていただきます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 草津市ボランティア連絡協議会の皆様におかれましては健やかに新春を

お迎えのこととお慶び申し上げます。日頃より、草津市ボランティア連絡

協議会に対し、ご理解とご協力を賜りありがとうございます。また、この

度の能登半島地震により、お亡くなりになられた方々に哀悼の意を申し上

げますとともに、被災された方々に対しまして、心よりお見舞いを申し上

げます。 

 令和５年度はコロナウイルス感染症が５類に移行されたものの、通常の

生活に戻っていない状況ではありますが、何とか平常に戻したいと頑張っ

て活動に努力されてこられたと思います。感謝に堪えません。こうした状

況の中、本年は地域福祉のために、各種ボランティアグループの皆様におかれましては、ボラン

ティア活動を通じて、連携・交流を図りながら活動をより広げていくために、ご努力を積みかね

ていただければと思います。 

 草津市ボランティア連絡協議会は、会員相互の交流、組織の連携を目的として運営を図ってい

ます。そのために、グループを登録していただいた団体と連携しながら、事業活動を着実に実施

していくとともに草津市ボランティア連絡協議会の更なる発展を願い事業活動してまいります。 

今後とも、各種ボランティアグループの皆様のご助言、ご協力を賜り、ボランティア連絡協議会

を遂行してまいる所存であります。どうぞ本年もよろしくお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせ

ていただきます。 

 ９月 26 日キラリエ草津６階大会議室で令和５年度会員交流会が約６０名の参加を得て開催されまし

た。活動発表団体数は６団体でした。「草津要約筆記サークルぴーなつ」さんは実演を伴う発表、この活

動がとても重要なことが理解できました。「草津湖岸コハクチョウを愛する会」さんはスライドを使い日頃の

活動を発表、とても長い歴史を感じました。「錦城流錦城会」さんは琵琶の演奏、めったに聴けない唄と音

楽でした。「くさつ笑いヨガ」さんは皆でヨガ体験、思い描いていたヨガと違い新鮮でした。「大正琴ことこと」

さんは琴演奏でしたが、多くの電子機器を駆使した洋風気分満載で楽しく聴けました。締め括りは「四代

目桜川梅昇り社中」さんによる江州音頭、迫力ある歌声と太鼓の生演奏のもとで参加者がステージ前で

江州音頭を踊りました。昨年発表された団体からも３団体ほど出演希望があったのですが駐車場利用上

限時間内に終了するという制限もありやむなく辞退いただきました。これまで慣習的に続いてきた行事が

様々の理由で実施困難になるなかで会員交流会は可能性を秘めた行事として定着させていきたいと思

います。 

 

 

令和６年の新年を迎えて    草津市ボランティア連絡協議会 

                           会長 大脇 正美               

     

令和５年度 連協会員交流会報告                             



 

◆草津要約筆記サークルぴーなつ 

 

 

 

 

 

 

 

◆草津湖岸コハクチョウを愛する会 

 

 

 

 

 

  

◆錦城流錦城会 

 

 

 

 

 

 

 



 

◆くさつ笑いヨガ 

 

 

 

 

 

 

 

◆大正琴ことこと 

 

 

 

 

 

 

 

◆四代目桜川梅昇り社中 

 

 

 

 

 

 



 社会福祉法人草津市社会福祉協議会は、長年にわたり社会福祉に貢献、ご尽力され功績のあっ

た団体、個人に対して社会福祉功労者として表彰式が令和五年十一月十八日（土）に、草津市役

所二階大議室で表彰式が行われました。当草津市ボランティア連絡協議会からは、三団体が表彰

を受けました 

   びわこトリオ        特定非営利活動法人     草津市災害ボランティア 

                  車椅子レクダンス      コーディネーター会 

令和５年も無事に終えることができまして、ひとえに皆様方のご支援のおかげ

である事に感謝申し上げます。前任者の方から引継ぎ何とか一年を終えること

が出来ましたのも、ひとえに皆様方のご協力のたまものだと感謝申し上げま

す。私事ですが、元々色んな方々と接することが大好きで、接することにより、自分自身を成長

させてくれていると思っています。世の中は高齢社会で、人と人との繋がりも少なくなってきて

おります。でも、そんな高齢者の中にも素晴らしい知識・特技を持っておられる方々が多いので

す。何かの縁でその様な方々をはじめ、何でも良いので、私もこんな事なら出来ると言う方々

は、どしどし「ボランティア連協」に参加して頂き、一緒に活動してくださる事を願っておりま

す。令和７年には、県で「わた SHIGA輝く国スポ障害スポ大会」も開催される事で、ボランティ

ア活動も忙しくなる事と思いますので、皆様方の「ボランティア連協」へのご協力をお願いしま

す。 

 

 

   

草津市社会福祉功労者表彰           

     

地域福祉活動の推進に尽力された団体表彰者 

編集後記           

    

 

発行／草津市ボランティア連絡協議会 
〒525-0032 草津市大路二丁目１番３５号 
市民総合交流センター（キラリエ草津）４階 草津市社会福祉協議会内 
TEL 077-562-0084  FAX 077-566-0377 
  


